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多自然川づくり取り組み事例

　２級河川弘見川では、治水安全度のを向上を図るべく、護岸整備や河床掘削を行うなど河川改修を進めている。
その一方で河道内では、瀬や淵の不明瞭化、過剰な土砂堆積や植生の繁茂といった状況が見られ、環境面、治水
面で課題となっていた。
　こうした状況を踏まえH23年度より、「みお筋や瀬・淵の保全・創出」、「土砂堆積や植生の抑制」を目標に川づくりを
実施してきた。

■取組みの概要：河川本来のみお筋の蛇行と河床形態が維持・創出されるよう、計画・施工した。
■具体の内容：良好な瀬や淵の環境が形成されている箇所では、現状の河床の地形を平行移動することを基本に
し、これまでの改修工事によりみお筋・瀬や淵の配置が乱れている箇所では、改修後の河道条件のなかで、できる
だけ自然に近い河床環境が形成されるように計画した。また、これらが維持されるよう、水制工等を適宜配置した。
※適正な澪筋の蛇行と瀬・淵・砂州の配置を行うことで、人為的な影響により水や土砂の動きが乱れた河道に比べ
て、砂州（陸域部）の撹乱頻度が高まるなどして、砂州や植生の過剰な発達を抑制できる可能性がある。

詳細な現地状況については調査中であるが、整備区間においては、瀬や淵が比較的良好に保たれている。また、整
備区間の一部で、植生の繁茂が抑制されたと思われる箇所も見られた。（今後、調査結果を精査・考察し、整備効果
を検証する）
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掘削（河床）、護岸整備、その他
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